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 原子力海外ニューストピックス 

 
 経営企画部 須藤 收 

                            2011 年 11 月 24 日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1．南アフリカの電力政策と原子力発電 

2011 年 9 月、エネルギー省は、2011 年 3 月 16 日に内閣によって承認 1)された

2030 年までの発電設備建設計画 IRP2010（INTEGRATED RESOURCE PLAN 
FOR ELECTRICITY 2010-20302））の計画どおり原子力発電所 6 基、9.6GW（1
基 1.6GW）の建設計画案を作成し内閣へ提出 3)した。2011 年 10 月には、エネルギ

ー大臣が建設費は少なくとも1兆ランド（1257億ドル、約10兆円）に上ることを確認し、

2012 年初めには入札手続きを開始する予定であると述べた。4) 
南アフリカでは、電力需要が増加しているにもかかわらず 20 年以上にわたって電

力設備への投資がほとんど行われなかったために電力不足に陥り、2008 年には大

規模な停電が発生し、金やマンガンなどレアメタルの鉱山が生産を停止するなど南ア

フリカ経済に大きな混乱を引き起こした。 
2011 年 3 月 11 日の東日本大震災に引き続いて発生した福島第一原子力発電所

の事故の影響を受けず原子力発電を主要な電源構成の一つとした IRP2010 の概要

とその中での原子力発電の位置付けと建設計画について以下に紹介する。 
 
1)電力政策 
(1)電力事情 

国内の電力の 95%を供給している国営電力会社エスコム（Eskom）によれば、

2011 年 5 月末までの 2011 年の最大ピーク電力は 37GW5)で、これに対してエスコ
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ムの最大電力発電容量は 41.2GW6)と電力の余裕は 10%としかなく、厳しい状況が

続いている。 
このような状況に対処するために、エスコムは2005年から発電設備の増強計画を

開始し、2017年までに16.304GWの発電設備を建設する計画を進めている。主な発

電設備としては、Medupi 発電所（石炭火力発電所で総出力 4.332GW（722MW ×

6 基））、Kusile 発電所（石炭火力発電所で総出力 4.338GW(723MW×6 基)）、
Ingula 揚水式発電所（1.352GW）である。7) 

さらにエスコムは、2007 年に将来の電力需要の増加を見越して 2025 年までに発

電設備容量を 2 倍の 80GW にする計画を発表し、その内 20GW を原子力発電で賄

うために、2010年頃から 4GWの原子力発電所建設を開始する予定で準備を始めて

いた。2008 年には受注企業の選定を進めていたが、リーマンショックによる金融危機

のため建設資金のめどが立たず、2008年12月に建設計画の棚上げが決定された。

8) 
金融危機が収まり、世界経済が落ち着きを取り戻したことから、2010 年初めから

改めて発電設備の長期建設計画の検討が始まり、2010 年 10 月に計画案が公表さ

れ、パブコメの取り入れと再検討の結果を反映した計画が 2011 年 3 月 16 日に内閣

で承認された。1) 
 
(2)IPR2010 
①現在の電源構成 

南アフリカは石炭資源が豊富で、埋蔵量は 301.56 億トン、2010 年の生産量は

1.43億トンで世界の生産量の 3.8%を占め世界第 6位 9)であり、国内の 1次エネルギ

ーの 77%が石炭で賄われている。10) 
電力分野においても同様で、2010 年の電力供給量 255TWh の電源別供給割合

は、石炭火力発電が 90%、原子力発電が 5%、水力が 5%と圧倒的に石炭火力発電

が多く、そのため温室効果ガスの発電量 1kWh あたりの排出量は 912gCO2 と非常

に高く、発電による排出量は 237MtCO2 に上る。2)また、石炭の産出地域が北東部

のムプマランガ州（Mpumalanga）を中心に偏在しているため、石炭の輸送コスト等

経済的な観点から石炭火力発電所は全て北東部に立地している。8) 
 
②IRP2010 の概要 2) 

IRP2010 の 2030 年までの発電設備建設計画は、GDP の年間増加率を 4.5%と

仮定し、電力需要の増加を満たしつつ、2025 年から温室効果ガスの年間排出量を

275MtCO2 以下に抑制する条件で、コストを最適化するように策定されたものである。

電源構成の選択に当たっては、温室効果ガスの排出低減、新技術の不確定性（コス

ト、実現性、建設リードタイムなど）、局在化と雇用の創出、地域発展と統合、供給保
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障等の適切なバランスを考慮している。 
IRP2010 の基本戦略は以下のとおり。 
・石炭火力発電については今後も主要電源として利用を継続する。 
・再生可能エネルギーの導入を促進する。 
・将来の化石燃料価格の上昇リスクと再生可能エネルギーのコストリスクを低減

するために原子力発電を拡大する（南アフリカが原子力発電の拡大を選択した

背景には、豊富なウラン資源も挙げられるだろう。Uranium 200911）によれば、

生産コストが 130 ドル/kgU(50 ドル/lbU3O8)未満の発見資源量は 295000tU
（世界第 5 位）、未発見資源量は 1112.9 千 tU で、2010 年の生産量は 583tU
で輸出している。） 

 
2030年における電力供給量は437TWhで電源別供給割合としては、石炭火力発

電が 65%、原子力発電が 20%、水力が 5%、天然ガス CCGT（コンバインドサイクル

発電：天然ガスを燃料としてガスタービンと蒸気タービンの 2 段で発電をする）が 1%、

再生可能エネルギーが9%を目標にしている。（ピーク用のOCGT（燃料にディーゼル

油を用いたオープンサイクル・ガスタービン発電）は 0.1%未満） 
温室効果ガスの排出量については、電力供給量が 2010 年の 255TWh の約 1.7

倍に増加するが、低炭素発電技術の原子力発電と再生可能エネルギーの導入によ

り 269MtCO2 と 2010 年の排出量 237MtCO2 の約 1.1 倍に抑えることができると

予想している。2030 年における発電量 1kWh 当たりの温室効果ガスの排出量は

600gCO2 と 2010 年の 912gCO2 の約 66%まで低減される予定である。 
2030 年までに新設する（既に建設が予定されている 14GW を除く）発電設備は、

原子力が 9.6GW、石炭火力が 6.3GW、再生可能エネルギーが 17.8GW（太陽光発

電 8.4GW、太陽熱発電 1GW、風力発電 8.4GW）、天然ガス CCGT が 2.4GW、ピ

ーク用 OCGT が 3.9GW で、これ以外に水力発電の輸入増加を 2.6GW としている。

また、老朽化で停止する発電設備は 10.902GW を見込んでいる。これ等の計画を総

合すると、2030年における発電設備容量は89.532GWとなり2010年の44.535GW
の約 2 倍となり、新規発電容量の増加としては 2010 年分も含めて 56.539GW を計

画している。 
この結果、2030 年における電源構成は、石炭火力発電が 41.071GW（45.9%）、

OCGT が 7.33GW（8.2%）、天然ガス CCGT が 2.37GW（2.6%）、揚水式発電が

2.912GW（3.3%）、原子力発電が 11.4GW（12.7%）、水力発電が 4.759GW（5.3%）、

風力発電が 9.2GW（10.3%）、太陽熱発電が 1.2GW（1.3%）、太陽光発電が 8.4GW
（9.4%）、その他が 0.89GW（1.0%）となる。再生可能エネルギーの合計は

23.559GW で 26.3%を占めることになる。 
なお、原子力発電の導入スケジュールは、2023 年から 2029 年まで、2027 年を除
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いて毎年 1.6GW ずつ増設していく計画である。 
 
③その他 2) 

研究開発については、豊富な石炭資源を利用するための技術開発に優先的に投

資するとしていて、地下石炭ガス化技術開発（地下の石炭層に空気や酸素を送り込

み地下の高圧下で石炭を部分的に燃焼させ、発生するガスを地上に輸送する。古く

から技術開発が行われているが、地下水の汚染など環境対策が難しい。）と化石燃

料発電から排出される炭酸ガスの回収・貯蔵技術である CCS（Carbon Capture 
and Storage）技術を挙げている。 
 
2)原子力発電所建設計画（図 1 参照） 
(1)現状と経緯 

南アフリカにはアフリカで唯一の原子力発電所がある。南西部の都市ケープタウン

の北約 30km に立地するクーバーグ（Koeberg）原子力発電所で、出力 0.9GW のフ

ランスのフラマトム（現在は AREVA の原子炉部門）製の PWR（加圧水型軽水炉）2
基が稼働している。上記でも述べたように、南アフリカの発電設備はほとんどが石炭

火力発電で石炭が産出する北東部に偏在していて、ケープタウンまでは 1000km 以

上の距離を送電していたが、電力需要の増加に対応するために送電ロス等の経済

性を考慮してケープタウンの近隣に原子力発電所を建設することとなった。建設は

1976 年に始まり、1 号機は 1984 年 4 月に、2 号機は 1985 年 7 月に送電を開始し

ている。8),12) 
2000 年代になり、電力不足が問題となり、国営電力会社のエスコムは 2007 年の

初めに 2025 年までに発電容量を 2 倍の 80GW にする計画を発表し、その内 20GW
を原子力発電で賄う計画で、第一段階として、4GW の原子力発電所建設計画（2010
年頃建設を開始し、1 号機は 2016 年運転開始）にすぐさま着手した。8) 

2007 年 5 月に、エネルギー省に対して 5 ヶ所の建設サイト候補地（北部の南大西

洋に面した Brazil と Schulpfonten、クーバーグ原子力発電所に隣接した

Duynefontein、南部の南ケープ海岸に位置した Bantamsklip、南部の東ケープ海

岸に位置した Thyspunt）の初期段階の環境影響価書をエネルギー省へ提出し、

2008 年 7 月に修正の後、2008 年 11 月に Brazil と Schulpfonten を除く 3 ヶ所の

建設サイト候補地についてエネルギー省は承認した。13) 
エスコムは、建設サイトの選定と並行して原子力発電所建設のための発注企業の

選定を進め、AREVA の EPR と Westinghouse の AP1000 に絞り込み入札を行っ

た。AREVA（地元のエンジニアリング会社 Aveng、フランスの建設会社 Bouygues、
EDF との共同企業体）は EPR、1.6GW を 2 基提案し、Westinghouse（Shaw グル

ープと地元のエンジニアリング会社Murray & Robertsとの共同企業体）はAP1000、
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1.134GW を 3 基提案した。2008 年の中旬頃には入札結果が発表される予定であっ

たが、南アフリカ政府の政権交代やリーマンブラザース破綻に端を発した世界的な金

融危機でエスコムの会社格付けが引き下げられるなどにより建設資金（政府が 70 億

ドルを出資し、エスコムが約 340 億ドルを調達する予定であった）の確保が困難にな

り、2008 年 12 月に入札結果を発表しないまま、原子力発電所の建設を棚上げする

ことを発表し、南アフリカ政府も数年間延期することを確認した。8) 
 
(2)IRP2010 に基づく原子力発電所建設計画 

2011 年 3 月 16 日に IRP2010 が内閣で承認され、9.6GW の原子力発電所建設

計画の検討がエネルギー省で開始された。 
2011 年 9 月にエネルギー省は総出力 9.6GW の入札計画案を内閣に提出した。

2011 年末までには内閣で承認され、2012 年初めに入札手続きが始まる予定である。

建設費の総額は 1兆ランド（1257億ドル、約 10兆円）以上であることをエネルギー大

臣が明らかにしている。3),4) 
建設サイトの環境影響評価については、エスコムが継続して進めてきており、

2010 年 3 月にエネルギー省へ提出したドラフト版において、Duynefontein、

Bantamsklip、Thyspuntの 3ヶ所の候補地のなかで送電線網の整備状況、電力需

要などの観点から Thyspunt を建設サイトの候補地として推薦している。13)エスコム

によれば、最終的な環境影響評価書は2011年末ごろまでに完成し、環境省に提出さ

れる予定で、建設許可の申請は発注企業が決まり次第安全規制当局へ提出され、

許可後建設には 9 年かかり、2023 年から 2024 年に 1 号機が運転を開始するとのこ

とである。14)なお、原子力発電所建設におけるエスコムの役割については、エネルギ

ー大臣が 2011 年 10 月 19 日に、エスコムに 1 兆ランドに及ぶ高額な計画を実行す

る余裕はなく、内閣に提出した原子力開発の提案でエスコムの役割を明確にしている

と微妙な発言をしている。4)南アフリカ政府は、電力分野への民間企業の参入を推進

する政策を取っており原子力発電所建設においても外国企業の資本参加を検討して

いると思われる。 
入札への参入企業としては、フランスの AREVA と EDF、東芝傘下の

Westinghouse、中国広東核電集団有限公司（CGNPC: China Guangdong 
Nuclear Corporation）、韓国の KEPCO、ロシアの Rosatom の可能性が挙げられ

ていて、フランス、中国、韓国は各国政府の強力な後押しを受けている。また、

AREVA と CGNPC が共同で入札に応募すると予測する報道もある。15) 
今後、南アフリカ政府が南アフリカの GDP の約 3 分の 1 に上る建設費をどのよう

に調達するかがこのプロジェクトの重要なカギとなることは間違いないだろう。入札企

業の各国政府の資金供与等が入札のカギを握ることになるかもしれない。 
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      図 1 南アフリカの原子力発電所サイトと原子力発電所建設サイト候補 
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建設許可申請書を提出した。2018 年に 2 号機、2019 年に 3 号機、2020 年に 4 号

機が商業運転を開始する予定である。3) 
以下に、中東における原子力発電導入で UAE に続くと予想されるサウジアラビア

とヨルダンの進捗状況を報告する。 
 
(1)サウジアラビア 

サウジアラビアの石油資源埋蔵量は 2010 年末時点で、2645 億バレルで世界の

石油資源埋蔵量の 19.1%を占め、2010 年の 1 日の石油生産量は世界第 1 位の

1000.7 万バレル（過去 5 年間はほぼ 1000 万バレルから 1100 万バレルの間 4））で

石油資源大国であるが、2010 年 4 月に、国営石油会社サウジアラムコの CEO の

Khalid Al-Falih は、このまま国内の石油消費（2009 年は 340 万バレル/日）が増加

し続ければ2028年までに国内の石油消費量は830万バレル/日に達すると警告を発

している。5)（発電による石油消費量は 110 万バレル/日。6））輸出用の貴重な石油資

源を温存するために、2050 年までに化石燃料による発電割合を最小化するとしてい

る。7) 
電力分野については、年間約 8%の電力需要の増加がこのまま続けば、2032 年

には 121GW8)に達すると予想されていて、この需要を満たすためには老朽化で停止

する発電設備も考慮すると 2030 年までに 80GW7)の発電設備を新設する必要があ

ると予想されている。2010 年末における発電設備の電源構成は、天然ガス火力発電

が 61.3%、石油火力発電が 32%、天然ガス CCGT が 5.8%、ディーゼル発電が 1%
で、発電設備容量は約 50GW である。ピーク電力の増加に対応して 2009 年の

44.485GW から 10.4%増強している。増設した発電設備は全て天然ガス火力発電で

あるが、天然ガスの生産増加に苦労していて、生産した天然ガスは全て国内で消費

している。6),9) 
このような状況に対応するために、2010 年 4 月 17 日、サウジアラビア政府は、将

来の電力需要増加に対応しかつ貴重な輸出品である石油の国内消費を抑えるため

に、原子力と再生可能エネルギーを代替エネルギーとして開発するための行政機関

アブドラ国王・原子力・再生可能エネルギー都市（K.A.CARE：King Abdullah City 
for Atomic and Renewable Energy 、場所はリヤドから 20km 離れ、広さは

63km2）を設立した。K.A.CARE は、原子力及び再生可能エネルギーに関する国家

戦略を策定するほか、関連する研究開発の管理監督、海外との条約の締結などを行

う統括国家機関である。10),11) 
2010 年 6 月、K.A.CARE は、原子力及び再生可能エネルギー分野の国家ビジョ

ンと戦略、行動計画等の作成準備のため、国際的なコンサルティング及びエンジニア

リング会社の Pöyry と作成支援の委託契約を行っていて、12)2011 年中に原子力の

役割を示した国家エネルギー政策を発表するとしている。6) 
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これまでに政府関係者の原子力発電所建設計画に関する報道をまとめると、次の

10 年で原子力発電所を 2 基建設し、その後毎年 2 基ずつ建設して 2030 年までに

16 基を建設する計画で、建設コストとしては 1 基 70 億ドルとし、総コストは 1000 億ド

ルを超えると予想している。11)建設サイトについては既に選定作業を実施中で、1 基

目は次の 9 年で建設し、2014 年に起工式を行いたいとしている。13) 
 

 (2)ヨルダン 
2009 年における一次エネルギー消費に占める各エネルギー源の割合は、石油が

57.6%、天然ガスが 39.9%、再生可能エネルギーが 1.5%、電力輸入が 1%で、

97.5%が化石燃料によるもので、しかも化石燃料はほとんどがエジプト（天然ガス）、

サウジアラビア（石油）等からの輸入で、国内で産出する天然ガスと石油で賄えるエ

ネルギーは 3.3%でしかない。14) 
エネルギー需要の増加、輸入化石燃料の価格の高騰（2010 年における輸入コス

トは GDP の約 20%15））などに対応するために国内資源によるエネルギー割合を

4%から 2020 年には 39%に改善する計画を立て、2020 年における各エネルギー源

の割合は、石油が 39%、天然ガスが 29%、再生可能エネルギーが 10%、オイルシェ

ルが 14%、原子力が 6%、輸入電力が 1%を目標にしていて、2007 年から 2020 年ま

での投資額は 140 億ドルから 180 億ドルを予定している。14) 
電力分野については、2009 年における発電設備容量は 2.62GW、発電量は

14.272TWh でその約 80%は天然ガス発電によるものである。2005 年から 2009 年

の 5 年間の最大ピーク電力の増加は年平均で 8.4%であり、2020 年には 5GW にな

ると予想していて、原子力発電の導入や再生可能エネルギー（風力発電と太陽光発

電）の拡大を需要増加に対する対応策の柱としている。14) 
原子力発電開発については、2008 年 1 月に原子力の平和利用の展開を目的とし

たヨルダン原子力委員会が設置され、当面の計画として 1GW の原子力発電所を 2
基建設する計画（将来的には 2 基増設して 4GW を目指している）を進めている。 

第一段階として、原子力科学者及び技術者の訓練と放射性同位体の製造を目的

として熱出力 5MW の研究炉建設を決定し、2009 年 12 月 4 日、韓国原子力研究院

（KAERI）と大宇建設（Daewoo Engineering and Construction）の韓国連合を建

設の発注先に選んだ。アルゼンチンの INVAP(アルゼンチン原子力委員会の研究所

からスピン・オフした公営企業でエジプトとオーストラリアへ研究炉を輸出している)、
中国の中国核工業集団公司（CNNC: China National Nuclear Corporation）、ロ
シアの AtomStroyExport（Rosatom 傘下）を抑えての契約獲得である。1) 

原子力発電所の建設に関しては、原子力委員会はオーストラリアのウォーリー・パ

ーソンズ（WorleyParsons：資源・エネルギー関係のエンジニアリング・サービス会

社）と原子力発電所建設に関するコンサルタント契約を結び、韓国の KEPCO,フラン
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スの AREVA、中国の CNNC、カナダの AECL、ロシアの AtomStroyExport 
などの第三世代炉についての評価を行い、2010年5月にAREVA、三菱重工連合の

ATEMA-1（PWR、1.1GW）、ロシア AtomStroyExport（Rosatom の子会社）の

AES-92VVER-1000 （PWR、1GW ）、カナダ SNC-Lavalin International の

Candu-6（AECL が開発した PHWR、0.74GW。国営の AECL の商業原子炉部門

は 2011 年 6 月 29 日に SNC-Lavalin の子会社 Candu Energy に売却されること

で政府が合意し、2011年 10月に売却された。）の 3機種に絞り込みを行い、2011年

末までの発注企業選定を目指して最終選考を実施中である。16) 
建設スケジュールは、2012 年末までに建設サイトの検討を終了し、1号機は 2019

年までに運開する予定である。2 号機については、2022 年から作業を開始する予定

である。17) 
建設サイトについては、ベルギーの Tractebel Engineering に検討を委託し、当

初はアカバ湾沿岸が有力候補であったが、現在は首都アンマンの北東 47km の

Al-Majadal 地区が候補に挙がっている。18),19) 
化石燃料の代替エネルギーとして原子力発電が選ばれたのは、ウラン資源が豊

富であることも大きな理由である。資源量として Uranium 2009 によれば生産コスト

80 ドル/kgU 未満の発見資源量は 111800tU20)で、AREVA と Jordan Energy 
Resources Inc の合弁会社、Jordan French Uranium Mining Co は 2011 年 11
月 1 日に 2009 年からの探査で 12300tU のウラン資源を確定し、2011 年末までに

は 20000tU 以上に達するだろうと発表している。21)エネルギー・鉱物資源大臣は

2011 年 9 月 21 日、2013 年までにウランの生産を開始すると述べている。15)（年間

2000tU の生産を目指している。） 
ヨルダンの原子力発電所建設が予定どおり進むかは、海外からの資金投資が重

要なカギとなると思われる。原子力発電所 1 基の建設費を 40 億～45 億ドルと想定し

ていて、30%は現金で、残りはローンで支払う予定とのことで、22)海外企業に原子力

発電所建設への投資を求めている。海外企業と共同の電力会社設立に関して、2011
年 2 月に、フランスの GDF Suez、中国の Datang International Power 
Generation、ロシアの Rosatom、日本の関西電力に投資を呼び掛けている。23) 
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